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○
国
土
交
通
省
令
第

号

港
湾
法
及
び
特
定
外
貿
埠
頭
の
管
理
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
五
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、

同
条
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
第
三
号
並
び
に
第
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実

施
す
る
た
め
、
港
湾
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年

月

日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

港
湾
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

港
湾
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
三
第
一
項
並
び
に
第
一
条
の
四
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
特
定
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
又
は
国

際
拠
点
港
湾
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
五
の
見
出
し
中
「
指
定
特
定
重
要
港
湾
」
を
「
指
定
港
湾
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
六
第
一
号
中
「
第
十
五
条
の
十
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
の
十
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
五
条
の
十
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
十
五
条
の
十
第
一
項
及
び
第
二
項
第
三
号
」
に

改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
第
十
五
条
の
十
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
の
十
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に

、
「
第
十
五
条
の
十
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
十
五
条
の
十
第
一
項
及
び
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
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「
第
十
五
条
の
十
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
の
十
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
」
の
下
に
「
。
次
条
に
お
い
て

同
じ
」
を
加
え
、
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点

港
湾
又
は
重
要
港
湾
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
港
湾
管
理
者
の
告
示
）

第
二
条
の
二

国
土
交
通
大
臣
は
、
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
及
び
重
要
港
湾
に
つ
い
て
、
法
第
四
条
第
四
項

の
港
湾
区
域
の
認
可
を
受
け
た
港
湾
管
理
者
を
官
報
で
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
、
重
要
港
湾
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
二
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
個
人
識
別
情
報
）

第
十
五
条
の
二
の
三

法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
個
人
識
別
情
報
は
、
写
真
及
び

指
紋
と
す
る
。

（
個
人
識
別
情
報
を
照
合
す
る
方
法
）

第
十
五
条
の
二
の
四

法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
同
条
第
六
項
第
三
号

の
個
人
識
別
情
報
の
照
合
の
た
め
の
機
器
（
以
下
第
十
五
条
の
五
の
三
に
お
い
て
「
照
合
機
器
」
と
い
う
。
）
に
入

力
さ
れ
た
重
要
国
際
埠
頭
施
設
の
制
限
区
域
に
出
入
り
す
る
者
に
係
る
前
条
の
個
人
識
別
情
報
の
う
ち
一
又
は
二
の
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情
報
を
同
号
の
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
同
号
の
電
子
計
算
機
に
記
録
さ
れ
て
い
る
個
人
識
別
情
報
と
照
合
す
る
方

法
と
す
る
。

第
十
五
条
の
三
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
、
「
に
よ
る
」
を
「
と
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
前
項
の
個
人
識
別
情
報
の
照
合
を
受
け
る
者
が
負
担
す
る
使
用
料
は
、
個
人
識
別
情
報
を
法
第
五
十
条
の
二
第
六

項
第
三
号
の
電
子
計
算
機
に
記
録
す
る
際
に
定
額
を
支
払
う
も
の
と
し
て
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と

し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

法
第
五
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
重
要
国
際
埠
頭
施
設
の
管
理
者
又
は
個
人
識
別
情
報
の
照
合
を
受
け
る

者
が
負
担
す
る
同
条
第
一
項
第
三
号
の
電
子
情
報
処
理
組
織
の
使
用
料
は
、
当
該
電
子
情
報
処
理
組
織
の
設
置
及
び

管
理
に
必
要
な
経
費
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
使
用
状
況
等
を
勘
案
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
額
と
す
る
。

第
十
五
条
の
四
中
「
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
」
を
「
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
五
の
前
の
見
出
し
中
「
届
出
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
の
五
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
五
条
の
五
の
三

法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
個
人
識
別
情
報
の
照
合
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
照
合
機
器
が
設
置
さ
れ
た
重
要
国
際
埠
頭
施
設
に
出
入
り
す
る
者
で
あ
つ
て
、
国
土
交

通
大
臣
が
定
め
る
者
と
す
る
。

２

前
項
の
照
合
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に
届
出
前
六
月
以



- 4 -

内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
半
身
、
無
背
景
の
写
真
及
び
個
人
識
別
情
報
の
照
合
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二

勤
務
先
の
名
称
及
び
所
在
地

３

前
項
の
届
出
を
し
た
者
は
、
届
け
出
た
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
又
は
電
子
情
報
処
理
組
織
の
使
用
を
廃
止
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
記
載
し
た
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
重
要
国
際
埠
頭
施
設
の
管
理
者

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

二

重
要
国
際
埠
頭
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

５

前
項
の
届
出
を
し
た
重
要
国
際
埠
頭
施
設
の
管
理
者
は
、
届
け
出
た
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
又
は
電
子
情

報
処
理
組
織
の
使
用
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
記
載
し
た
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
の
六
第
一
項
第
三
号
中
「
指
定
特
定
重
要
港
湾
」
を
「
指
定
港
湾
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
十
第
三
項
中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
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同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
二
号
」
に

改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
も
の
」
の
下
に
「
（
前
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
二

項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
港
湾
の
配
置
及
び
取
扱

貨
物
量
を
考
慮
し
て
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
外
貿
コ
ン
テ
ナ
岸
壁
等
（
コ
ン

テ
ナ
貨
物
の
運
送
に
係
る
外
国
貿
易
船
を
専
ら
係
留
す
る
た
め
の
岸
壁
又
は
桟
橋
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
つ

て
水
深
十
六
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
の
十
一
の
見
出
し
及
び
第
一
項
中
「
第
五
十
二
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
五
十
二
条
第
二
項
第
三
号
」

に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
運
送
に
係
る
外
国
貿
易
船
を
専
ら
係
留
す
る
た
め
の
岸
壁
又
は
桟
橋
（

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
外
貿
コ
ン
テ
ナ
岸
壁
等
」
と
い
う
。
）
」
を
「
外
貿
コ
ン
テ
ナ
岸
壁
等
」
に
改
め
、
同
条
第

三
号
中
「
外
貿
コ
ン
テ
ナ
岸
壁
等
」
の
下
に
「
（
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
及
び
国
際
戦
略
港
湾
に
お
け
る
外
貿

コ
ン
テ
ナ
岸
壁
等
で
あ
つ
て
水
深
十
四
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
八
条
の
三
中
「
第
十
五
条
の
十
第
二
項
第
二
号
括
弧
書
」
を
「
第
十
五
条
の
十
第
三
項
第
二
号
括
弧
書
」
に
改

め
る
。

第
三
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
職
権
の
委
任
）
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第
四
十
条

第
十
五
条
の
五
の
三
第
二
項
か
ら
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
職
権
は
、
地
方
整
備
局
長
又

は
北
海
道
開
発
局
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
号
様
式
中
「重

要
港

湾

」
を
「国

際
戦

略
港

湾
国

際
拠

点
港

湾
重

要
港

湾

」
に
改
め
る
。

、
、

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
五
条
の
三
の
改
正
規
定
、
第
十

五
条
の
五
の
二
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第
三
十
九
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
同
年
十

二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
調
製
さ
れ
た
港
湾
台
帳
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
港
湾
法

施
行
規
則
第
五
号
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

道
路
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
中
「
特
定
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
若
し
く
は
国
際
拠
点
港
湾
」
に
改
め
る
。

（
海
岸
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

海
岸
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
農
林
省
・
運
輸
省
・
建
設
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
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す
る
。

第
十
二
条
第
一
号
中
「
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
」
に
改
め
る
。

（
国
際
航
海
船
舶
及
び
国
際
港
湾
施
設
の
保
安
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

国
際
航
海
船
舶
及
び
国
際
港
湾
施
設
の
保
安
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
国
土
交
通

省
令
第
五
十
九
条
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
中
「
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
等
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
重
要
港
湾
に
」
を
「

国
際
戦
略
港
湾
等
に
」
に
、
「
特
定
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
又
は
国
際
拠
点
港
湾
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
第
三
項
、
第
五
十
八
条
第
三
項
及
び
第
六
十
二
条
第
二
項
中
「
特
定
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾

又
は
国
際
拠
点
港
湾
」
に
改
め
る
。

第
六
十
六
条
第
三
項
第
二
号
中
「
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
等
」
に
改
め
る
。


